
神奈川県立博物館研究報告第1巻第4号 1971年2月

生キ直島蔵御

之

<!) 

達場大

Die Vegetation von Mikura-Insel 

liegt 200km slidlich von Tokyo 

0HBA Tatsuyuki 

Synopsis －－－－ー・ ・・・・…－－－－－－－－－－－一…－－－ ..... ............. ... ..... ...... . .. 26 

はじめに－－－－－－ －－－－－－－－－－－ －－－－ －－－－－－－－－－－－－一・・・・・・・・・・・・・・・ ・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・目 28 

I 御蔵島の概要ー・ー・ ー ・… ・…… ・……………………・………………ー…Z8

Il フロラ ・・………… … －……… ・・・一 …………………………………30

1ll 植生概観 ・……・・… ……・一一………一 …・・・・… ・・・・・・…………………31

N 群集および群落……ー…………… ……………・・………………………・…31

オオシマカンスゲースダジイ群集 （表 1)……………一……………………31

ユズリハーヤマグルマ群集 （表2' 3）・・・ー ・・……………………………37

ガグアジサイタマアジサイ群集（表4のa)..…・・……………・・………40

オオパヤシャプシ群落 …ー……… －－・・… ・・…………・……・・…43

キカラスウリマサキ群落（表6）…………………－…・…・・ ・・一一一…43

シマキンレイカキリ シマノガ リヤス群集（表7）……－…………………43

アリノトウグサコウガイゼキショウ群落（表8）ー… ……・…………45

ニッポンイヌノヒゲ群落（表9〕… －－－ ・…・ー……・・・・… ・－－－－ ・・・47 

キリシマノガリヤスコケミズ群落（表10）…… 一…・…・・・・……・・・・・・47

イソギクーハチジョウススキ群集（表11）・・………一… ………・・………47

ハマツメクサ群落（表12のa）………………… …一…… …………49 

ハマホラシノブーオニヤプソテツ群集（表13）…・ … ……… 一一一一…50

オニタビラコーメヒシパ群落（表14)...一ー・・・………………… ……・…50

カタノバーオオバコ群落（表15）… …・・……………ー…・・ …・ …・…50'

ギンゴケーツメグサ群集（表16）・・・・… ・一…・・…...・H ・－－……… … …50 

次目

a 

b 

c 

d 

e 

f 

g 

h 

i

・J

K

町1

と

献……………ー………－・・………一－…………………－ …………52 

め… ・・・・ ・・・・・田・・・・・・・・・・・ーー・・・・ …－－－－－－－－－－－－－－－－… －－ …・・・・・・・・・…・・・51ま

文

n 
。
v 
VI 



26 

Synopsis 

Die Mikura-Insel its eine schlafende Vulkaninsel. Sie liegt 200 km si.idlich 

von Tokyo auf 35。52’nordlicherBreite und gehort zu Izu-Inseln. Die Insel its 

beinahe kreisformich mit etwa 5km Durchmesser und aus Basalt aufgebaut. Sie 

stiegt mit 100-500 m hohen Klippen aus dem Meer auf. Der zentralpunkt der 

Insel ist der Gipfel des Oyama (850 m ii. M.). Das Klima entspricht der warm-

temperierten Zone. Auf der Insel ist die Urvegetation, insb巴sondereder immer-

gri.ine Laubwald, wegen der geringen Bevolkungsdichte erhalten geblieben. 

Im Juni 1968 hat der Verfasser etwa 120 Vegetatiosaufnahmen auf der 

Mikura-Insel gemacht. Als Ergebnis dieser Untersuchung konnten folgende 

Assoziationen und Gesellschaften erkannt werden: 

1. Carici-Castanopsietum sieboldii ass. nov. (Tab. 1). 

Dies ist eine endemische immergrune Laubwald-Gesellschaft der Izu-Inseln. 

Die Assoziation bedeckt den untern Teil der Mikura-Insel mit 10 bis 30 m 

Vegetationshohe. Ein Tei! des Bestandes ist zerstort werden durch die zahllosen 

Seevogel (Calanectris lencomelas), die ihre Brutholen in den Boden gebohrt haben. 

2. Daphniphyllo・Trochodendretumaralioideae ass. nov. (Tab. 2 und 3). 

Auch diese Assoziation ist auf den lzu Inseln endemisch. Sie bedeckt den 

oberen Teil der Mikura-Insel, der stark-windexponiert und nebelreich ist. In 

der Assoziation konnen drei Untereinheiten unterschieden werden durch drei 

Sasa-Arten, Sasa borealis, Sasαamagiensis und Sasa hayatae. Es giebt 

Niederwald von Castanoρsis sieboldii oder gemischte Gebi.ische von immerg-

runem Laubholz, zuweilen Sasa amagiensis-Gebusch. 

3. Hydrangeo・Hydrangetuminvolucratae ass. nov. (Tab. 4). 

Gebi.ische und Waldmantel in feuchten Talern auf sommergr凸nenStrauch-

und Niederbaumarten. Auch diese Assoziation ist auf den Izu-Inseln endemisch. 

4. Patrinio-Calamagrostietum autumnale ass. nov. (Tab. 7). 

Endemische Kraut-und Zwergstrauchgesellschaft auf den windreicheren und 

nebligen Gipfeln der Mikura-, Kozu-und Miyake-Inseln. Eine vikariierede 

Assoziation des Orchido・・Rohdodendretumtsusiophyllae Miyawaki et Ohba 1969 

auf den lzu-Inseln, die in der Querco-Fagetea crenatae-Stufe des Berges Hako-

ne und seiner Umgebung verbreitet ist. 

5. Chrysanthemo・Miscanthetumcondensati ass. nov. (Tab. 11). 

Halbtrockenftur auf Meeresklippen und Schutt, auf der pazifischen Seiten 

von Si.idost-Honshus verbreitet. 

6. Sphaenomero・Cyrtomietumfalcatae ass. nov. (Tab. 11). 

Felsftur auf feuchten Schatthangen der Meereski.iste, den der pazifischen Seite 

van Si.id-Japan verbreitet. 

7. Bryeto・Saginetumjaponicae ass. nov. (Tab. 16). 



Eine vikarierende Assoziation des europaischen Bryeto・Saginetumprocum-

bentis. In ganzen Japan verbreitet. 

Camellietea japonicae M1YAWAK1 et 0HBA 1963 

Dendropanaco・CastanopsietaliaM1YAWAK1 et 0HBA 1963 

Shiion sieboldii Suz.・ ToK. 1952 

Carici-Castanopsietum sieboldii ass. nov. 

Daphniphyllo・Trochodondretumaralioideae ass. nov. 

Clerodendro・Mallotionjaponicae all. nov. 

Hecken und waldmantel der warm-temperierten Zone in Japan. 

Kennarten: Mallotus jaρonicus, Zanthoxylum ailanthoides, Rhus 

jaρonica, Clerodendron tri・chotomum,Albizzia julibrissin u. a .. 

Hydrangeo・Hydrangetuminvnlucratae ass. nov. 

Plagiogyria lygodiぴolia-Moruskagayae-Gese!lschaft 

Alnus sieboldiana-Gese!lschaft 

Trichosanthus kirirowt・tv. j aponica-Euonymus j aponica-Ges!lschaft 

Miscanthetea si]lensis M1YAWAK1 et 0HBA 1970 

Miscanthetalia sinensis 

Rhododendrion tsusiophllae M1YAWAK1 et 0HBA 1969 

Patrinio-Calamagrostietum autumnale ass. nov. 

Peucedanion japonicae all. nov. 

Meereski.isten骨Felsflurund Graswiesen Si.id-Japans. 

Kennarten: Peucedanum jaρonicum, C arex oahuensis v. robust a, Cynan・

chum jaρonicum, Asρaragus cochinchinensis, Dianthus j aρonicus, Sedum 

oryzifolium, Hedyotis biflora v.ρarvifolia u. a .. 

Chrysanthemo・Miscanthetumcondensati ass. nov. 

S phaenomero・Cyrtomietumfalcatae ass. nov. 

Chenopodietea Br.-Bl. 1951 em. Lahm. J. et R. Tx. 1961 

Commelinetalia communis M1YAWAK1 1969 

Cypero-Molugion M1YAWAK1 1969 

Youngia jaρonica-Digitar£a ad scend ens-Gesellschaft 

Gesellschaften und Assoziationen deren Zugehorigkeit zu hoheren Einheiten 

noch nich t f eststel t. 

Oxalisis corniculata-Plantago asiatica-Gesel!schaft 

Bryeto・Saginetumjaponicae ass. nov. 

Haloragis micrantha-funcus leschenaultii-Gese!lschaft 

Camρ＇Yloρus jaρonic us-Gesellschaft 

Eriocaulon hondoensis-Gese!lschaft 

C alamagrostis autumnalis-Pileaρeρl oid es-Gesellschaf t 

Sagi na maxima-Gese!lschaft 

Fimbrystyletum ferrugineae ass. nov. 
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はじめに

伊豆諸島の御蔵島は全島に自然植生が豊富に残る島として知られ，島の中央に位置する

御山（海抜 850m）は冷温帯に主生活域を持つ種のいくつかが暖温帯の種群と共存するこ

とに興味が持たれている。しかし交通不便を極めるため十分な調査が行なわれていない。

特に植生に関しては知られる点が少かった。著者は神奈川県立博物館の研究事業「フオツ

サマグナ地域の植物研究」の一環として， 1967年6月に高橋秀男氏と共に渡島し植生の概

略を知ることができた。もとより一季節の短時日に行なった調査であり時間的，地形的に

制約されて到達し得なかった部分も多いが，伊豆諸島の植生を代表するものとしてその群

落を記録することとしたい。なお上記研究事業の下に既に八丈島，三宅島，新島，式根島，

神津島等の調査も併せ行なっているので，それらの調査資料との比較対照に特に留意した。

研究全般に亘って横浜国立大学宮脇昭博士に有益な助言を賜わった。また植物の同定に

は横浜国立大学北川政夫博士，国立科学博物館大井次三郎博士，服部植物研究所水谷正美

博士，玉川大学鈴木貞雄博士の各位の御助力を得た。以上の各位と調査に同行されフロラ

調査のかたわら応援を惜まれなかった高橋秀男氏に厚く感謝の意を申し述べる。

また御蔵村役場の広瀬重雄産業係長には種々御高配を賜わった。記して深く感謝したい。
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図1 御蔵島の位置
Abb. ] . Lage der Mikura Insel 

I 御蔵島の概要

御蔵島は東京の南200km，伊豆諸島中の

火山島で，三宅島の南， 八丈島の北に位置

し北緯33度50分で四国の松山とほぼ同緯度

である。島は長径5.6km，短径4.3kmのほ

ぼ円形で中央lこ海抜850mの御山がある。

海岸は比高100～日omに及ぶ断崖で，海抜
500～600m附近から上は緩傾斜の台地状を

成している。全体は玄武岩質で構成され，

伊豆諸島では大島， 三宅島， 八丈島に近似

し，流紋岩質の新島，式根島，神津島の三

島とは趣を異にしている。

山は御山の頂上 （850m）を中心に海抜

800m以上の台地に小ピークが4～5個あ

り，その他御代ケ池東方ピーク（710m),

黒崎の高尾（546m〕などがやや独立じた

ものと して目立つ。

水系は御山南面の旧火口を流れる平清水

川と発電所のある谷が大きく何れもかなり

豊富な水量を持つ急流である。 この他御山

西斜面にやや大きな｝l[が1～2あり， 6月

には水流が認められたが一年を通じて流水

があるか否かは疑問である。 これら河川｜は， 
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Vegetationskarte 
der Mikura-lnse/ /:50 000 

機導E総三三段~グ

OYAMA 
850m U.M. 

I 四

陸
一
山

E

同
山

三
一
昌
回

一〕

一山

2 

3 

8 

6 

7 

4 

5 

A
守

↓
｜
｜
｜
｜
｜

9 
2 km 

。
10 

｜｜ 

·~込．

1 ・ Carici Castαno世sietumsieboldii 2: Zerstorter Wuchsorte des Carici-
CαstaγoPsiet即時 sieboldii 3: CαPh托iPhyllo-Tγochodendγeturnαγαlioideae・
Subass. van Castanoρsis sieboldょiund Var. van Sasa hayatae Subass. van 
Fαiαnthemum di！αtαtum. 4: Dゆh1：ゆhyllo-Tγochodendretumaralioideae. 
var. van sαsααmagi en siヌderSubass. van Maianthemum dilatαturn. 
5: Patrinio-Calamagrosti.-tum autumnale. 6：・ Alnussieboldii Gesellschaft. 
7: Chrysanthemo lvliscanthetum condensati. 8: Kahlschlaflii.ch巴 undSe-
kundii.r-Wald. 9：・ Gii.rte口 Und Acker. 10: Offenes Wasser. 11：・ Darf.



30 

HACHIJO INS. 

17.8。C
3252mm 

500 

MIYAKE INS. I虫e。C
3048.3m m,400 400 

300 300 

200 200 

100 100 

n
v
n
v

、，

望
叫
市
’
h
U
H

。。。
胃
叫
咽
’
』
・
・

図 2 御蔵島に隣接する三宅島および八丈島の雨量と気混
Abb. 2. Klimadiagramme der benachbarten Inseln der Mikura Insel. 

何れも海岸断崖に滝を成して海に落ちている。陸水としてはこの他に御代ケ池の他山頂台

地に小池塘が見られる。

気候は隣接の三宅島と八丈島のものを示した。御蔵島の気候もこの両島の傾向から大幅

に異ることはないて相あろ う。両島の気候で7月に著しし、乾燥を記録しているのが目をヲlく。

また御蔵島の御山を中心とする高地は霧日数が著しく多く ，植生の補捉する水分を含める

と実効的な降水量は非常に多くなるものと考えられる。

島の住民は1967年現在240人前後で島北部の里部落に集中し，東南部のもう一つの部落

南郷は放棄されている。島の物産としてツゲおよびハチジ ョウグワ材が重要な位置を占め

ている。これらは自生品の採集の他ツゲに関しては若干の造林が黒崎の高尾附近などに行

なわれている。

E フロラ

御蔵島のフロラは既に常谷と里見，丸山によって報告されている。島全体が暖温帯であ

って近接する南関東の暖温帯フロラと基本的に共通であるが，伊豆七島に特有なシマテン

ナンシ ョウ，シマウチワ ドコ ロ，シマキンレ イカ， シマホタルブク ロ， シマガマズミ，ハ



チジョウギボウ シ，オオキリシ 7 エビネ等の種群と，南関東沿岸と伊豆諸島に特有なイソ

ギク型の分布を持つ海岸植物の一昨即ち，イソギク，ハチジ ョウ ススキ，イズノ シマダイ

モンジソウ，ワダン，ガクアジサイ 等が特色を与えている。また伊豆半島，丹沢山塊，箱

根などの山地冷温；貯の照衝地に生ずるハコネコメツツジ，コイワザクラ， ミヤマク マザサ

等が山上に生ずるのが著しい。また東日本では冷温帯に広布するリ ョウブ，クロモジ，マイ

ズルソウ，オオカメ ノキ，ツタウルシ等の多い点も目をヲ｜く 。これら冷温帯の種群は伊豆

諸島では神津島にも知られているが種類と量の多い点で御蔵島はぬきん出ている。ヒメ ト

ケンラン，キリシマノガリヤスのょっに九州、｜から飛んで分布するもの，サクノキ，オオキ

リシマエビネ，ハチジョウモクセイ（ナ タオレノキと同種とする説もある〉 やシダ類の多

くのように九州南部に起源を持つ種もある。 しかし御蔵島のみの固有種は認められない。

全般に隣接域の暖温帯のフロラと比較して御蔵島を合む伊豆諸島はフロラ的に独立性が

高く ，これと同等以上のまとまりのある暖温帯フロラは屋久島，奄美群島などを除き他に

ない。

E 植生概観

海岸：規模の大きな海蝕崖は，下部ではハチジョウスス キを主体とする草本植生が点々

と生じ，それに続く上部は一般に低木化したスダジ イ林あるいはマサキ，ヤブニッケイ，

ヤブツバキなどのマッキー状の群落が認められるがその広がりは狭く直ちにスダジイの中

～高木林に移行している。また一部の海蝕崖ではオオノ〈シャ プシの純群落が発達している。

幅狭い海岸の汀線は径0.1～lmの円磨された瞭で形成され砂浜はなく ，植生は認められ

ない。

低地：スダジイ およびタプの中～高木林で占められている。 一部にオオミズナギ ドリの

営巣によって破壊されたスダジイ林がかなり広い面積に亘って見られる。また部落付近な

どの伐採跡地も蔚芽によりスダジイ林へ回復しつつある。また里部落近くの尾根上にクロ

マツがかなり残存しているがこれが自然生のものであるか否かは明らかでな1,'o 

高地：樹高5m以下のスダジイ林が広い面積を占め，風当りの少ない谷筋ではスダジイ ，

タブ高木林がかなり高くまで登っている。 山頂平坦面ではスダジイ低木林はヤマク．ルマ，

ユズリ ハ，オオシマザクラ，オオシマツツジ，カクレミノ等の低木混交林に移行している。

特に風当りの5齢、部分はミ ヤマク マザサの高さ30cm内外の草原となっている。ササ草原と
ヤマグルマ混交林の中間にはアマギザサ（ミクラザサ〉の高さ1.5～2.5mに密集した群落

が広範に生じている。

以上の植生の概略は主と して空中写真に基づく植生図に示されてある。

町群集および群落

得られた植生調査資料の作表操作と近隣他地域及び近似群落との比較検討の結果，次の

ような群集およびそれに相当すると考えられる群落が識別された。フロラ上の詰資料から

伊豆七島は一連の深い血縁的なつながりのある植生域であることが充分予想されるので，

伊豆七島の他の島との対比に特に留意した。

a. オオシマカ ンスゲースダジイ群集 （表 1)

Carci-Castanopsietum sieboldii nov. 
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図3 調査径路
Abb. 3. Excursionsverlauf auf der Mikura-Insel. 

御蔵島の海岸断崖上から海抜50Qm附近までの斜面はスダジイの優占する林分におおわ

れている。このスダジイ林は高木層にタブ，ホルトノキをかなり多え混じ，林床にフウト

ウカズラ，ホソパカナワラビ，ジュズネノキが高い頻度で出現するなど全般的にタプ林的

な要素が強く認められる。これまでに記載されたホソパカナワラビータプ群集，イノデタ

ブ群集などはスダジイ林の領域において湿性な谷沿いや北東斜面など陰湿な環境を指示す
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図5 ユズリハーヤマク．ルマ群集の植生模式 A＝スダジイ亙群集， B,C＝マイズルソウ亜群集，
B＝ミ ヤマクマザサ変群集，C＝ミクラザサ変群集

Abb. 12. Vegetationsprofil des Daphniphylio-Trochodendretum. A=Subass. v. Cast-
anopsis sieboldii, B und C=Subass. v. Mainthemum dilatatum, B=Var. v. Sasa 
hayatae, C= Var. v. Sasa amagiensis. 

ョウイボタ， サグノキ等の陽性の二次林乃至林縁群落構成種が入りこみ，林床のアスカイ

ノデ，オオシマカンスゲ，ホソパカナワラビの被度が高くなって単純化している。このよ

うな人為ならぬ鳥為植生がどの程度の持続性を持つものかは判明しないが，御蔵島の至る

所で普遍的に見られる現象であるから一応便宜上このようなものをオオパエゴノキ亜群集

として区分する。その立地はオオミズナギドリの影響が排除せられれば当然典型亜群集に

復元するものである。

b.ユズ リハーヤマグルマ群集（表2,3) 

Daphniphyllo-Trochodendretum aralioideae nov. 

御蔵島の海抜soom附近から上ではオオシマカンスゲースダジイ群集に換って，風衝型の
丈のイ郎、常緑広葉樹林が広い面積に亘って存在している。この低木林は風街地に生ずるに

も係らず位置的に霧の多発地帯に当り他の海洋島にも広く存在の知られている雲霧林的な

性格を強く持ち，土壌は適湿乃至やや湿った状態を保っている。土壌は理学性の良い黒褐

色のB層が良く発達し，全般的に礁質の混在が少い。この立地上の低木林はヤマク．ルマ，

ユズリハ， カクレミノ，シキミ ，モチノキ，ヤプツバキなどの混交林で，これと同質の植

分は神津島，八丈島の山上風衝地にも見出される。これを伊豆七島の山地雲霧林を代表す

るものとして，ヤマグルマ，シキミ， ユズリハ，ミヤマイタチシダ，ツゲ，イ タチノシッ

ポ等を区分種と してユズリハーヤマク．ルマ群集と命名する。 ユズリハ， ヤマグノレマ両種の

存在は，屋久島山地の雲霧帝の林に近似しているが，伊豆七島ではシマウチワドコロ，オ

オシマザク ラ等の伊豆七島に特有な地域識別種を持つこと，屋久島ではスギを多くともな

う他ウラジ ロガシ林的な性格が強い点で異っている。 また屋久島では比較的土壌の薄い

花陶岩上に発達するのに対し，伊豆七島では一般に土壌被の厚い部分に生じ，一部露呈し

た火成岩上に生ずる点で異っている。ヤマク．ルマを始め他の群集区分種はシマガマズミを

除き何れもかなり広い分布域を持ち群集の標徴種とすることはできない。 しかしこれに地

域識別種を加えた種の組み合せは独特のものでしかも一定のひろがりを持っているので群

集と して認めるのが適当である。これまで鈴木時夫他によって記載されたスダジイ或はタ

プを中心とする幾つもの群集は何れも詳細に検討するとその標徴種として挙け、た種群の存

在が互いに重復しており群集の記載された模式地以外では何れの群集に同定すべきか判断

に迷う場合が少くない。この明快な解決は広域的な比較検討に待つより他にないが，ユズ



リハーヤサグルマ群集，オオシマカンスゲー

スダジイ群集のような，まとまりのあるフ

ロラ域に生じ独立性の高い群落は，既成の

群集に強引にあてはめるよりは群集として

認めるのが妥当と考える。

御蔵島のユズリハーヤマクソレマ群集には，

オオカメ ノキ，アオダモ，ミ ヤマカンスゲ，

ツタウルシ，イワガラミ ，ツルアジサイ ，

マイズルソウ等冷温帯の夏緑林〈ミズナラ

ープナ群綱域〉に主生活域を持つ種が多く

混入するのが特別である。シマガマズミも

このグループに準ずるものであろう。また

ミヤマカンスゲは本州山地に見られるもの

とは若干異った形質を持ち将来別の分類群
図6ガクアジサイータマアジサイ群集の植生模式

として認められる可能性を持っている。こ Abb. 15. Vegetationsprofil des Hydrangeo-

れらの種群が常緑林中に存在する要因は地 Hydrangetum involucratae. 

史上の問題は別として，現在の気候特に夏の気温が，これら涼地を好む種群の存続を許す

程度に低いことにあるのであろう。

ユズリハーヤマク．ルマ群集のうち御山の山頂を中心とした海抜soom前後の平坦面に発
達するものと，黒崎の高尾など海抜500m前後の平坦面に見られるものとはかなり相観，

種組成に差があり ，それぞれ亜群集と して区分される。

マイズルソウ亜群集〈表2）：御山の山頂面では樹高3m以下の明瞭な風衝型を持った

低木林の様相を呈している。群落高が低下しているためにオオシマツツジが樹冠に顔を出

して存在するのが著しく春の開花期には著い、季観を与えている。また樹幹，板上に着生

蘇苔が著しく多く ，地表のマイズルソウ，ツタウルシ，ツルアリドウシ，クロモジ，トウ

ゲシパ，ジャノヒゲ等が特徴的である。特にマイズルソウがかな り多数生ずるのは伊豆七

島の他の島に見られぬ特異性である。また林内にササ類を密生するのも著しい。後述する

風街地のミヤマクマザサ草原周辺ではユズリハーヤマク．ルマ群集が点在的に侵入し或は周

縁をマント群落状に縁どっている。この中には ミヤマクマザサが多く入りこみミヤマクマ

ザサ変群集を構成している。 ミヤマクマザサ変群集の背後では高さ 2.5m／こ達するアマギ

ザサ〈ミクラザサ〉が密集している。斜面部ではヤマグルマ等広葉樹が群落上層に現れて

ミクラザサがその下に生ずるが，風当りの強L、平坦部ではミクラザサが1～2.5mの高さ

に密集し，ヤマグルマ等が低木第二層，革本層等に被圧されて存在するに過ぎない。これ

をミクラザサ（アマギザサ〉変群集と して区分する。ミク ラザサの稗の下部には蘇苔が著

しく着生しているのが普通で霧の多い多湿な環境を指示している。

スダジイ亜群集（表3）： マイズルソウ亜群集の下に接してオオシマカンスゲースダジイ

群集との聞には両者の中間的群落が見られる。上層木にスダジイを持ち，樹冠高5～15m

と高く，林床にオオシマカンスゲ，ベニシダ，コハクサンボグ，オオキリシマエビネを生

ずるなど全般にオオシマカンスゲースダジ イ群集の要素が現れている。 しかしヤマグルマ，

ミヤマカンスゲ，シキミ ，ユズリハ等の生ずることにより 一応ユズリハーヤマグルマ群集
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Tabelle I,,. Hydrangeo-Hydrangetwn involucratae(a) 
u. Morus kagayamae Gesellschaft (b) 

Nr. Aufnahme・
Meereshohe(m) 
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Deckung ct. Baumschicht（時）：
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Piper kadzura 7クr'7?fス・7
Ficus erecta ィ7t;＂ク

アズキAucuba Japonエca

Castanopsis s1eboldii ヌタヲず

ト1achilusthunbergii ;l 7" 
Dryopteris erythrosora へ ~？タ

Camellia japonica ヤゲ／ノ、守

D1plazi凹 virescens :7 ;7ぞケ：？；；.；：ャア
Eurya japonica t=.ずF手
Polystichopsis aristata ;tヒゾハ77rワラιH
Maesa japonicaイ7.''f!:r'j，，ク
Diplazi wn w1churae / :7弓供ツY_7
Beoleiter: 

一予可~hwn tripteron クムクモンシペ？
Leptogr叩 amolli叩 ma 主〆げ同

＋ 

+.2 

Auflerdem je eirunal in Aufn. Nr. 1・Cardiandra al terni foli a kー＋.2,in J: Cornus controversa 
K-+, Saxi fraga fortunei v. crassi folia kー＋， Hydran日eapetiolaris kー＋.2,in』： Sasaboreali s 

S-2.2, Angelica polymorpha K－庁， Acanthusjaponica K-+, Cryptotaenia japonica K-+.2, D1spolum 

sessile k・＋， Osmorhiza aristata K-+, Sanicula chinensis K-1.2, Lilium auratwn v. platyphyll山首

K-+, in 7 Pilea peplo1des K-+. 

+.2 +.2 +.2 

1.2 +.2 
J.J 
+.2 

2.2 
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の下位争位としてスダジイ亜群集の名の下に記録しておく。これをオオシマカンスゲス

ダジイ群集に含める立場もほぼ同等の強さで存在する。何れにしても比較的の問題でどち

らに編入しても問題が残る。

スダジイ亜群集と して表に示したのは黒崎の高尾周辺のもののみであるが，里部落から

御山に登る途中にも存在する。スダジイ亜群集のもう一つの特質は林床にスズタケを多く

ともなう事である。スダジイ林にスズタケをともなう例は神津島，八丈島などでも見られ

Tabelle 5. Cirsium hachヱJoense-Miscanthuscondensatus Gesellschaft 
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Kahlschlag Flache 
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Dryopteris erythrosora べ ~＂＇J ＋・2

Trachelospermum asiaticum ;r舟 H ア＋.2

Miscanthus condensatus ノ、ナ ；.：：，， ク,7.:Z•十 2.2
C1rs1um hach1Joense ／、チ，＿，，，クノヲずミ 2.2 

Mallotus japonicus 7：／／〆11’シ7 1.1 
Zanthoxylum ailantho1des ヌクラヌずみシFウ 1.2 

Zanthoxilum schini foli山nイ突す.，.，，，令Y 1.2 
Aralia elata v. subinermis〆fラ＋
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Dispor山nsessile 刀、クナヤ7ソ7 1.) 

Farfugium japoni c四 ＇Y''7”千 ＋
Eupatrium lindleyanum v. yasusi11同か何1)1.2 

Viola grypoceras v. hichitoanaげけヌミレ＋.2

Lilium auratum v・platyphyllimず1?-j + 

房総半島に見られる所でスズタケが必ずしもプナ林のみと結びつかない良い例である。

E群集のうち湿性な立地ではジュウモンジシダ，ホウライカズラ，オオパエゴノキ等でジ

ユウモンジシダ変群集と して識別される。それに対応する立地ではモッ コグ，サカキ，ク

ロパイ，マン リョウ，キジノオシダによって識別されるモッコク変群集が存在する。

ユズリハーヤマグルマ群集にはツゲが多く生じ古くからその材は島の主要な産物であり

択伐されて大きな個体は減少している。特にスダジイ亜群集の立地は優良な材を産するの

で利用が行き届き残存する個体は少い。スダジイ亜群集中にはツゲの造林も行なわれてい

る。

c. ガクアジサ イータマアジサイ群集（表4のa)

Hydrangeo-Hydrangetum involucratae nov. 

伊豆七島の各島では谷あいの崩壊性の立地や，陰湿地の伐採跡地などに タマアジサイ，

アカメガシワ等を主と した低木乃至亜高木林が見出される。これは丹沢，箱根の山地の近

似した立地から記載されたタマアジサイーフサザクラ群集に対応する群落と考えられる。

タマアジサイ フサザクラ群集は，主と してヤプツバキ群綱域とミズナラープナ群綱域との

境界附近によく発達するのに対し，伊豆七島では沿海性のスダジ イ林領域に発達し，フサ

ザクラを欠くほか種類組成にはかなり差が認められる。この群落は，房総半島，三浦半島



伊豆半島などの低地のタマアジサイを含む

近似した群落との比較が必要であるが，うザ

クアジサイ，オオムラサキシキプ，ハチジ

ョウキプシ，ヤナギイチゴ，アカメガシワ

等の種群の組み合せによりガクアジサイー

タマアジサイ群集として認める事とした

い。 ガクアジサイタマアジサイ群集は伊

豆七島を主分布域とし，前記南関東の沿岸

にも及ぶものと考えられる。

伊豆七島に分布するタマアジサイは極め

て大型の葉を持ち関東地方内陸に見られる

ものとは明らかに異った系統に属し或は別

の分類群として区分するのが妥当であるか

も知れない。

ガクアジサイタマアジサイ群集は御蔵

島におL、てはオオシマカンスゲースダジイ

群集のへラシダE群集の立地において遷移の途中相として存在するが，急傾斜の沢ぞいで

はマント群落としてかなり持続的な存在となっている例も見られた。神津島，八丈島など

では谷間のスギの造林地の林床にガクアジサイータマアジサイ群集がスギと共存している

ものが観察された。

ガクアジサイータマアジサイ群集は群落高の低い場合にはタマアジサイ或はガクアジサ

イが優占し，やや丈の高い植分では上層にアカメガシワ，クサギ，オオパエゴノキ等が立

ちその下にタマアジサイが密集した低木層を形成する。林床はタマアジサイの密な植被に

妨げられて種数は比較的少く，ジュウモンジシダとリョウメンシダが多いのが特徴的であ

る。また一部で高さ 2m程度の低木層にハチジョウアザミが密生する例に出会ったが，ハ

チジョウアザミがガクアジサイータマアジサイ群集に結びつくものか，或は多湿肥沃地の

ソデ群落を構成するものか判定することができなかった。

平清水川方面では扇状地，河岸の小段丘上などの土壌の厚い陰湿で肥沃な立地にハチジ

ョウグワとアカメガシワを主体とする高さ 5～l5mの群落が見られた。低木層はガクアジ

サイが密集し革本層にオオシマカンスゲが多い。これが自然的なものか或はハチジョウグ

ワを植栽した人為的なものかは明らかにできなかったが，そのうちの一部は明瞭に古い炭

焼小屋周辺の伐採跡地と見られる所に成立していた。群落の立地はタプ林的な湿性環境で

林床にリュウピンタイの生ずるのがそれを裏書きしている。群落として独特の組成を持つ

ものではあるが調査例の少い事，人為要因の程度を明らかにできなかったので，ここでは

リュウピンタイーハチジョウグワ群落（表4のb）としてその存在を記録するに止める。

以上は湿性環境乃二次夏緑林であるが，乾燥しやすい尾根筋では，スダジイ等の茄芽から

急速に常緑の二次林が形成されるため，伐採跡地群落として発達したものは調査できなか

ったが，里部落後背地でスダジイ林が伐採された後のツゲ植栽地の一例を表に掲げておく。

これら二次的夏緑林は，林縁群落をも形成しまた極相林の｛跡、群落としての役割を果し

ている。日本の暖温帯においてはアカメガシワ，クサギ，カラスザンショウ，ヌルデ，ニワト
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7・Patnnio-Calamagrostietum autumnalis 

a Subass. v. Ashlbe thunbergii v. hachijoensis 

b Subass. v. Sasa hayatae 
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コ，タラ ノキ等が特徴的であ

る。これら木本にツル’性の種

を力口えたものをアカメガシワ

ークサギ群固と して認めたい。

d. オオパヤシャブシ群落

Alnus sieboldiana 

Gesellschaft 

島の東南部に位置する黒崎 図7 シマキンレイカーキリシマノガリヤス群集の権生模式

の高尾山は， 海蝕崖が 5()()m Abb. 18. Vegetationsprofil des Patrinio Calamagrostietum. 

以上の比高を持ち極めて豪快な景観を持っている。この崖は玄武岩質でくずれやすく， 島

民の話によると30年程前までは間断なく崩落してその音が遠方でも聴かれたとの事である

が，現在は一度安定して断崖の上端の火山灰層にはハチジ ョウススキが，岩壁面にはオオノ〈

ヤシャプシが一面に着生し青々としている。このようなオオパヤシャプシ群落は島内各所

の海蝕断崖で見られるが，足場が悪く到達して植生調査を行なうことができず種類組成は

明らかにできなかった。 オオパヤシャプシは南関東の海岸には極めて普通で崩壊地，崖地

などに生じ， 伊豆七島では新鮮な火山砕屑物上或は溶岩上などの乾燥した立地に大群を成

して生じ，しばしばハコネ ウツギをともなうが，御蔵島では生育地は海蝕崖に限定されし

かも，単独で群落を形成している。

e. キカラスウ リーマサキ群落（表6)

Trichosanthes kirilowii v. japonica-Euonymus japonica Gesellschaft 

著者の調査した範囲では，ツル植物をともなう マント群落と して良く発達したものは見

られなかった。 ただ平清水川の流域で崖錐上に発達するオオシマカンスゲースダジイ群集

の前縁をなしてマサキ低木林が生じ，それにキカラスウリのからむのが一例観察された。

強風を受ける御蔵島の植生では自然のマント群落は常緑低木て構成されており，樹上に拡

がるツル植物は比較的風当りの少い谷筋などのみに存在が制限されている。

f.シマキンレ イカーキリシマノガリヤス群集（表7)

Patrinio・Calamagrostietumautumnalis nov. 

御蔵島，御山の海抜700m附近から上の風衝地にはミヤマクマザサ（タンザワザサ〉を

主とした草原が多く見られる。

この草原は丹沢山地， 箱根など Tabelle 8. Campylopus japonicus Gesellschaft u・Haloragis
micrantha-Juncus lechenaul tii Gesellschaft 

のミズナラーブナ群綱域に発達

する風衝草原即ちフジアカショ

ウマーシモツケソ ウ群集や オノ

エラン ーハコネ コメツツジ群集

に良く似た相観を示し，ミヤマ

クマザサ，ハコネ コメツツジな

どの共通種と，キンレイカに対

するシマキンレイカのような対

応種を持っている。この群落は

日本の ミズナラープナ群綱域の

Nr. d. Aufnahme: l 2 J 
Meereshohe(m): 2 750 750 750 
Aufnah『『1eflache(m ) : 0.5 l 2 
Vegeta ti onsbedecku可（再） ： 100 20 』口
Artenzahl. 5 2 』
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Sematophyllaceae spec. 1-2 

Juncus leschenaul tii 3 クグ干合子歩右ク
June us effusus v. deci pi ens イ
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風衝地或は岩角地に生ずる コメ

ツツジ型の低木とササ類との結

びついた一群の植生群に属する

ものと考えられる。近似した群

落は神津島と三宅島の山地風街

地にも見出され，キリシマノガ

Tabelle 9. Eriocaulon hondoensis Gesellschaft 

Nr. d. Aufnahme・ 
Meereshohe(m): ~ 
Aufnahmefl証che(m】）・
Vegetationsbedeckung （幅）・

l 2 
800 800 
0.25 2 

10 5 

リヤス，ハチジョウアキノキリ Eriocaulon hondoensis Z ツ庁、・Y ヂヌノとy’ 2・2 1.2 

ンソウ，オオシマツツジ，シマ

キンレイカなどの伊豆七島の地

域種を共有している。 これら種

群によって，この三島の風衝草

原をシマキンレイカーキリシマ

ノガ リヤス群集と して扱う こと

とする。

御蔵島のシマキンレイカーキ

リシマノガ リヤス群集は，山頂

平坦函の風衝地と，一部岩壁の

岩棚上などにも見出される。平

Tabelle 10. Cal伊nagrostis autumnali s 

-Pilea peploides Gesellschaft 

Meereshohe(m) 100 
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Calamagrostis autumnalis 制問伊γヤス
Pilea peploides コグさ.x'"
Concephalum coni c山首

A thyri um j aponi cum ;;.. ；ナ？j
Youngia japon1ca ;;(:>7 c“ラフ

2.3 
』．』

2.J 
2.2 

＋ 

坦地では高さ15cm～45Cm程のササ原を成しキリシマノガリヤス，ショウジョウスゲ，ハチジ

ョウアキノキリンソウなどの革本を混生するほか，ハコネコメツツジ，ツゲ，ハチジ ョウ

イヌツゲ，オオシマツツジなどの低木がササをわずかに超える高さで団状に点在している。

比較的砂質の多い土壌は厚く母岩は露出せず，また礁の混入も認められない。この群落の

ミヤマクマザサ或は低木は幹にー箇に蘇苔が着生し地表から5～lOcm程度の所に蘇苔特に

Bazzania及びホソパコケシノブ， コウヤコケシノブの根茎によって穣り合された網状の

層の形成されることが著しい。これは立地が著しい多霧地帯に当り ，植生の捕促する露滴

が異常な程の多湿環境を形成するためと考えられる。この浮いた蘇苔層上にハコネコメツ

ツジが旬旬校を出しそれがかなりの量に及んで群落に階層構造の分化が見られるのも著し

い。Calliergonellaschreberiは本来亜高山針葉樹林の林床に多く生ずる種であるが，こ

のシマキンレイカーキリシマノガリヤス群集中にかなり豊富に出現するのは特異な現象で

ある。

岩壁上や突出 した岩上では， ミヤマクマザサは欠落し，ハチジ ョウ ショウマ，コイワザ

クラが現れるのが著しい。しかし別の群集と考えられるほどの種組成の差とは認められな

い。岩壁上のシマキンレ イカーキ リシマノガリヤス群集はかなり多く存在するが，極めて

足場が悪く接近調査したのは表に掲げた2例に止まった。更に調査例を加えれば更に変群

集などの下位単位が区分される可能性がある。

上述のミヤマグマザサを主体と した平坦面のものをミ ヤマクマザサE群集，岩壁上のも

のをハチジ ョウショウマ亜群集として区分する。

シマキンレ イカーキリシマノガリヤス群集は更に神津島と三宅島に分布するが，神津島

では標高400m内外の低地に存在し，島全体が流紋岩で構成されているために乾燥しやす

L、傾向にありミヤマクマザサは見られず，ハチジョウショウマ直群集に相当するものの
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Nr. d. Aufnahme: 

Exposition: 

Neigung（ν｝ n 

Aufnahmefl証che(m-):

Yegetationsbedeckung （国）
Artenzahl: 

Kenn-u. Trennarten d. Ass. 

Miscanthus condensatus 〆1チ；；／，，クヌス戸
Chrysanthemum pacificUJ羽 イゾ'1-'j
Hemerocallis li ttorea ノ‘マグy ／ケ
Cynanchum japonic凹 ；｛!9177-"7

Saxifraga fortunei v. crassifolia イヌ〆？ 2fダをシシペ7
Crepidiastrum platyphyll山R ク：？＂＝－

Angelica keiskei アジY〆
Artemisia momiy胡 ae .？＋？ε＃ 
Cirsi山羽 hachijoense ハチ，；・，， クア'7~ 
Campam』lamicrodonta 7 マ庁、:J"' 7":Jo 

Kenn- u. Trennarten d.Yerbandes, d. Ordnuno u. Klasse・ 

Carex oahuensi s v. robust a c-7吋ス7 2・3
日oehmeria bi loba テUグ？Yク 2.2

Farfugium japonicum ，.，，，ヴ吋 2.2 

Lysimachia maurtiana ハマ ，-r."・yス ＋ 

Cyrtomi um falcatum f忌令，.y 'T/ + 

Hedyoti s bi flora v. parvi flora ゾ，..，，必／－テ ＋・2
Lilium maculatum ヌグ会乍〆 ＋ 

Peucedanum japonicum ;fjr:F°竹ケ
Sedum oryz1 foli um Fイナフプ
Oxalis corniculata v. trichocaulon ナグ／／＇ 2 
Sphaenomeri s bi flora 〆12;1'ラデ〆y
Viola grypoceras v. imberbi s イゾヌ宝 V

Bea lei ter: 

元瓦百五s umbellata v・rotund孟folia マ，.，，・pot7'2
Hydrangea macrophylla f. normalis ;tf 7 Fシずイ
Brachypodi um syl vati c聞ヤ •nfrε シ／γ
Liriope minor t〆γ7＂ラy
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Tabelle 11. Chrysanthemo-Mi scanthetum condensa t1 
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+.2 

Aullerdem je ei四百al in Aufn. Nr. 2: Carex brev1culmis v. fibrillosa ＋・2, in 4: Ampelopsis brevipedunculata 
v. hancei +, Pteris fauriei +, in 5: Euonymus japomcus +, in 6・Rhaphiolepis umbellata v・integr口nma +, 
in 8: Polystichum polyblepharum v. fibrillos。－paleaceum+, Piper kadzura +.2, Polygonum cuspidatum v. 
terminal e + • 2. 

みが見られる。しかし平坦乃至緩斜面に生じ，低標高であるから，クロマツ，マルパシャ

リンパイ，ヒサカキなどの混入が多く，御蔵島とは若干異った様相を呈している。 また三

宅島てψは山頂火口壁に極めて局部的に見られるが，これもハチジョウショウマ亜群集に同

定されるものであった。神津，三宅両島の植群に関しては別途報告したい。

シマキンレイカーキリシマノガリヤス群集はオノエランーハコネコメツツジ群集に最も近

Lもので，ハコネコメツツジを標徴種とするハコネコメツツジ群団に総合するのが適当と

考えられる。 ミヤマクマザサ亜群集は， ササの優占する草原としてフジアカショウマーシ

モツケソウ群集に近似した相観を与えているが，種組成の上からはオノ エランーハコネコ

メツツジ群集に強い結びつきを持っている。

g. アリノトウグサーコウガイゼキショウ群落〈表8)

Haloragis micrantha-Juncus leschenaultii Gesellschaft 

シマキンレイカーキリシマノガ リヤス群集の草原中の小凹所には多雨期に水をたたえる

浅い池が散在している。池の大きさは径lm内外からlOm程度までで，裏日本山地のショ

ウジョウスゲ，イワイチョウを主とした湿原中の池塘に似た景観を持っている。水深は著

者の調査した梅雨期でも数cm内外で浅く，この時期でもほとんど乾き上っているものもあ

った。また一部の池は土壌中より浸出する水で泊養されていると考えられるものも見られ



た，これは土壌表層に含まれる飽和し

た霧からの捕捉水に由来するものであ

ろっ。

この小規模な池の常に水の浸出する

附近にはコウガイゼキショウとアリノ

トウグサの群落が見られる。同様な群

落は各地のシパ草原中の湿性地，湧水

地などにしばしば見られるが群落単位

の決定は後考を期したい。

比較的水深の浅い部分でしばしば干

上る所には Camphylopusjaponicus 

のマット状の群落があり一見 Sphagn-

umや Polytrichumcommuneの湿

原群落に近い形を見せてし唱。群落中

にはモウセンゴケ，ノギラン，アリノ

トウ グサが混在している。 Campylop-

us japonicusは御蔵島ではこの御山山

上の湿地に生ずるほか，沢沿いの飛沫

のかかる岩上などにも広く多量に見ら

れ御蔵島の植生の一つのアクセントと

なってし、る。
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図8 イソギターハチジョウススキ群集の植生模式
Abb. 22-Vegetationsprofil des Chrysanthemo-Miscanthetum. 

b 

9 

, Tabelle 12・ Saginamaxima Gesellschaft(a) und Fibrystyletum ferrugineae(b) 
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Nr. d. Aufnahme 

Fundorte 

5
0

6

 

2
ら

J.J J.J 2.2 1.2 J.J 1.2 1.2 2.2 J.J 

+ .2 

+ .J 
1.2 

1.2 

＋ 

＋ 

+.2 

1-2 

1.2 J.J I.2 ＋・2 J.2 

+ .2 

＋ 

1.2 

1.2 

2.2 

＋ 

＋ 

5・5 ＋・2 2.2 

+ + .2 + 

＋＋＋  

1.2 + .2 

＋ 

1.1 

J.2 

+ .2 

Auf ,.hmeflache(m2) 

Vegetationsbedeckung （嵩）

Artenzahl 

Trennarten d. Gesellschaft 

Sagina maxima 川マゾ／Pr
Chrysanthemum paci fi凶 m イゾ！＇j"
Cirsi山首 man ti mum ノ1ミ，，－ず‘ミ

Calystegia s。ldanellaハぞ＂，... -;r 
Kenn-u. Trennarten d. Ass-. 

Fimbrystyhs ferrugrneaイゾヤマアシツキ

Hedyotis biflora v. parvifolia ゾアレρf7
Anderen Arten 

Sedum oryzi foli四 Fイ少ヨゾ
Lysimachia mauri tiana ノ1マ－1、ッえ

Digi taria violasc凹 S ア羊〆企去り、

Setaria viridis v. pachystachys ＂マエ ノフO

Oxah s corn且culatav. tnchocaulon ＋唱 in 5 Moos +.2、inIJ Peucedanum japon主cw百＋．AuBerdem Je e孟nmal in Aufn. Nr. 1 
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h. ニッポンイヌノヒゲ群落〈表9)

Eriocaulon hondoensis Gesellschaft 

前述の御山の池塘中の比較的水深の深い部分でしかも生育期間中に干上る立地にはニッ

ポンイヌノヒゲの単独群落が見られ，ミズゴケ湿原中の小凹地の群落（例えば北海道なら

クシロホシクサ群落〉に似た様相を示している。伊豆七島の神津島では矢張り山上の池中

にイズノシマホシクサの群落が見られるが，御蔵島では池塘が数量ともに乏しく ，地域固

有種を保存するだけの環境のひろがりに欠けている。かつてはイズノシマホシクサ或はそ

れに代る固有種を保持していたかも知れないが現在の湿性地の植群は何れも極く新しL、歴

史を持つものであろう。

i .キリシマノガリヤスーコケミズ群落（表10)

Calamagrostis autumnalis-Pilea peploides Gesellschaft 

平清水川の河口附近で谷の側壁から落ちる滝の周辺で，キ リシマノガ リヤス，コケミズ，

シケシダ，ジャゴケから成る群落が飛沫を豊かに受ける壁面に旺盛に生育するのが認めら

れた。流＊縁の植生の一例として記録に止める。

j .イ ソギクハチジ ョウススキ群集（表11)

Chrysanthemo-Miscanthetum condensatus nov. 

伊豆七島を中心として，房総半島，三浦半島，伊豆半島の海岸断崖には，ハチジ ョウス

スキとイソギクを主とした海岸草原が広く見られる。この草原は，ワダン，イソギク，ハ

チジ ョウススキ，アシタパ，アッパスミレ等の地域的に隈られた種を含み，これら種群を

区分種としてイソギクーハチジョウススキ群集として認めることができる。

イソギクーハチジョウススキ群集は，断崖の上縁，崖中のテラス状地，崖錐上などにわ

たって生じ， 日射の強い風衝地を主生活域と し， 被陰地では，オニヤプソテツ，ツハブキ

の多い別の群集に移行する。育地は多少とも土壌が認められ通常はlQcm以上の褐色の土壌

Nr. d. Aufnahme 

Exposi tiQn' 
Neigung(v）・ q

Au fnahmeflache(m v) 

Vegeta tionsbedeckung (%) 

Artenzahl 

Kenn-u. Trennarten d. Ass. 

Sphenomen s b> flora ＇＂＇；ポラケ〆 f'

Rhamalλna scopulor山 司

Cyrtomi山 nfalcatum ;;l>pf,; r・ゾ
Ad>antum capdl  us-veneri s F ウラ〆＂＇？ 司

Tern ton al -Tre~narten d. Ass. 

Saxifraga fortunei v. crassifoha イス：才少27グε~ジゾタ
Chrysanthem•ITT paci !>cum イソ＂＇ ♂F
Crepidiastrum platyphyll m ワ7司y
Mi scan th四 condensatus ノ‘チジpク;z;z十
Trennarten d. Subass. 

阿archanbatosana 

F>mbristyhs subbispicata v. paof>ca 
Kem、arten d. hoheren £; nhei ten・ 
Sedum oryzi folium ？ぺfr~·／
Boehmeria biloba テ色イタゾケ

Hedyotis bdlora v. parnfoha ゾプv4fj
Lys>machya maurhana ノiマ，ナJツえ
Peucedanum japomcum ;t :J ~，7.ー ウフ7
Carex oahuensi s v. robusta cアスア！
Farfugium japnnicum ツハプナ
Se tan a vn>d>S v. pachystachys 〆I:<' ;&/:;tD 

Ben] ei ter' 

fi百二高~a macr叩 hyllaf. normalis f グ，＇.：／？

Au~erdem Je einmal in Aufn. Nr. 1 Oigi tan a adscendens +, in 8 Leo剛 aphyllumm>crophyllum ＋・2, rn 9 Flechten l・2.
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Tabelle lJ. Sphaenomero Cyrtometum falcatae 
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をともなう。

御蔵島では島の周囲の断崖上にイソギクハチジョウススキ群集が発達するものと考え

られるが，地形に妨げられて海岸に降り立つことができず，著者の調査し得たのは，里部

落の船着場周辺と平清水川河口附近のみである。里部落下では北東に面した日射量の少い

立地であるため，オニヤブソテツ，ツハブキ，ラセイ タソワが多くやや群集の典型から外

れた形のものが見られた。平清水川河口では，海岸から高距80～lOOm附近の風衝地にヒ

ゲスゲ或はハチジ ョウススキの著しく多い植分が観察された（図14）。 これらは何れも下

位区分の対照とな し得るが， イソギクーハチジ ョウ ススキ群集の分布域全般の資料と共に

別に論じたいと思う。

イソギクーハチジョウススキ群集は，茨城県から四国，九州，奄美群島にEるヤブツバ

キ群綱域の海岸断崖の草原全般と共通の要素を多く合み，同ーの上級単位に綜合され得る

ものである。この上級単位を，ヒゲスゲ，ツワブキ， ボタンボウフウ ，スカシユリ， ハマ

ナデシコ，イヨカズラ，クサスギカズラ，タイトゴメ等を区分種としてボタンボウフウ群

団と命名したい。 イネ科， カヤツリグサ科のグラミノイド植物と， キク属， ワダン属植

Tabelle 1ι. Young1a japomca-Digi taria adscendens Gesellschaft 

Nr. d. Aufnahme. _ 

Aufnahmeflache (m“）： 

Vegetations bedeckung（拓）．

Artenzahl・
Kulti vi ert Art en・ 

Colocasia antiquorum v. esculentum サげも

Solanum tuberosum ~〆ザイむ
Zingiber officinale ~ウFυ

Raphanus sativus v. hortensis 7ヂタシ／
Trennarten d. Gesellschaft u. Kennarten d. hoheren 

Di g1 tari a adscendens //:: rノ、

Oxalis corniculata n？ハミ
Erigeron sumatrens1s ;t;(pレチノヲヴ

Ox al孟S maurtiana 』ラグヂ汐Fハーミ
Youngia japonicaプ，，，，1=－ラフ
Ajuga decumbens ヲ旬，＿，，ク
Centella asiaticaγホタグ
Leonurus s1biricus〆ρ 雲Jキ
Sonchus oleraceus / ?-'' ,,_..,. 

Bothri ospermum tenell um ハナグノJア
Gnaphali um affine ハ〆、ファγ
Stellaria media p7，、ミ
Polygonum longisetum イヌ？）＇
Rhanunculus querpaertensis ヲトイノ，；＿7〆

Einhe1ten・ 

1 2 J 
100 100 1う

70 60 100 

13 15 8 

3・J 1.1 
2.1 

2.2 

5・5

1-2 2.2 1.2 

＋ 1.2 ＋ 

＋ ＋ ＋ 

＋ J.J l.J 
+.2 ＋ 

＋ ＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

l.J 
＋ 

＋ 

Aullerdem je einmal in Aufn. Nr. i: D1oscorea tokoro +, Ampelopsis 

brevipedunculata v. hancei +, in 2: Erechtites hierac1folia +, Young1a 

denticulata +, D1oscorea japonica +, Digitaria timorensis +. 

Tabelle 15・ Oxalis corniculata -Plantago asiatica Gesellschaft 

Aufnahmeflache (m2) 
Vegetationsbedeckung （嵩）

Plantago asiatica ;(;(;''"' 

Microstegi山 町 mineumv. polystachyum ア＇－＇11'-"/
Paa annua ズヌγ1:1/t＂ク
Sanicula chinensi s ケぞノさ ヅ〆、

Oxalis corniculata :17 Jノ－－：：

』

らう

J. J 
+.2 



物の組み合せによる地域性の強い幾つかの群集がこれに所属するはずである。 イソギクー

ハチジ ョウススキ群集は三浦半島，房総半島などの沿岸部ではテリハノイバラ，リンドウ，

チョウセンガリヤス，ネコハギ，コマツナギ，ワレモコウ，オカルカヤ等のススキ群綱の

種を多く含むが，伊豆七島ではそれらが欠落することが多い。また奄美群島の陸起サンゴ

礁上に見られるボタンボウフウ群団の群落でもススキ群綱の種は極めて少い。これらの点

からボタンボウフウ群団が一個の群目，群綱を代表するものとも考えられるが，今回は伊

豆七島域のみを対照としたのでその決定は後日に待ち群団のみを認め仮にススキ群綱に所

属せしめておきたい。

k.ハマツメクサ群落（表12のa〕

Sagina maxima Gesellschaft 

断崖中の小テラスや岩隙などには，潮の飛沫をしばしば浴びて，雨時には浅い水溜りを

作る所がしばしば見られる。三浦半島の隆起した波蝕台上や，伊豆七島の熔岩海岸にはそ

れが多い。この立地は小型の塩沼地とも呼べる環境で，通常は乾き上った水溜り状で，底

に微砂質を沈澱している。三浦半島，伊豆半島，房総半島及伊豆七島では，このような環

境にイソヤマテンツキ，ソナレムグラの群落が発達する。これはイソヤマテンツキ群集と

して区分されるものであるが，御蔵島では断崖が急峻で浸蝕が激しいため，断崖中にテラ

スの発達する余地が少くわずかにハマツメクサを主とする群落が見られたにすぎない。イ

ソヤマテンツキとハマツメグサは近似した環境に生じているが，イソヤマテンツキは貧養

の岩隙や小田地の固結した微砂土に固着して持続的な群落を形成するのに対し，ハマツメ

クサは富養な小裸地に散発的に生じ，オカヒジキ群落や，アッケシソウ群落の如く漂移性

の強い傾向があり，イソヤマテンツキとは群集として別個のものと考えられる。

Tabelle 16. Bryeto-Saginetum nipponicae 

Nr. d. Aufnahme:_ 
Aufnahmefliiche(m-): 

Vegetationsbedeckung (%) ・ 

Artenzahl: 
Kenn-u. Trennarten d. Ass ．目
Sagina japonica ツ〆クず
Di gi taria timorensi s "/erρi 
Oxalis corniculata v. rubrifolia ?71 マ•:Jρ日ミ

Mazus Japonicus J』手クノ，ft"

Euphorb1a sup1na フ Z シ宇ゾク

Ronpa 1nd1ca ヂヲlg＂~房長／

Eragrosti s mul ticauli s ~ 7万三フy

Bryum spec. 

Bryum argenteum 
Kennarten d. hoheren Einheiten: 

Poa annua ズ ；z＿.／〆 グF1:・7 
El eusi ne 1 ndi ca fとデハ
Oxalis corniculata 77 Jノ、芝

旦盟と己主L
Entodon spec. 
01 gi tan a adscendens〆t:.r-ノ、
Eri geron sumatrensi s jγJ九ナノヂア
Oxali s maurti ana d宇グf?'/lノJ三

1 2 ) ι 
2.5 0.5 20 ヲ
50 15 3 5 
8 10 17 18 

1.2 +.2 +.2 +.2 

＋ ＋ 

＋ ＋.＇.司

＋ ＋ 

＋ +.2 

+.2 ＋ ＋ ＋ 

＋ ＋ 

+.2 +.2 

+.2 +.2 

+.2 +.2 +.2 

1.2 1.2 ＋ +.2 
+.2 +.2 +.2 ＋ 

1.) +.2 +.2 

1.2 ＋ 

＋ +.2 

+.2 +.2 

Auflerdem je einmal in Aufn. Nr. 1・Marchant斗apolymorpha 1.2, in 2・Stellaria 
media +, in ): Calli triche japonica ＋・2, Portulaca oleracea +, i nι. Rumex 

japonicus +.2, Hydrocotyle yabei +, Engeron bonariens1s +. 
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ハマツメクサは北海道から九州まで広般に分布しその育地もかなり多様で群集としての

命名は更に検討を重ねて行ないたい。ヨーロッパでも近似種のSaginamaritimaによる

同質群落が知られ，独立の群綱として認められている。ハマツメクサはそれに対応するも

のと考えられるがこれに関しては更に広域的に資料を収集して判断したい。

御蔵島では多くの資料が得られなかったので，近隣地域の資料を共に挙げておきたL、。

ハマツメクサは三宅島での所見によれば人為的に撹乱された海岸の湿った棟地特にテング

サ干し場などにも好んで生ずる。

1 .ハマホラシノブオニヤプソテツ群集（表13)

Sphaenomero-Cyrtometum f ale a tae nov. 

イソギクーハチジ ョウススキ群集の育地で陽光の直射を受けない岩面にはイズノシマダ

イモンジソウ，オニヤプソテツを主とした群落が見られる。多くは断崖のオーバーハング

下の岩面や北面した陰湿な岩面で，乾燥しやすい所では種数，被度とも貧弱であるが，水

湿の多い岩面ではかなり多くの種が見られる。 イソギク，ワダン，ハチジョウススキなど

向陽地の種が若干入りこむが，主体はオニヤプソテツ，タイトゴメ，ラセイタソウ，イズ

ノシマダイモンジソウ，ハマホラシノブ等，被陰湿地を好む種と，海岸岩上に普遍的な種

から成っている。この群落をハマホラシノブオニヤプソテツ群集として認めることとし

たい。

ハマホラシノブーオニヤプソテツ群集は関東以西の海岸岩上に広く分布するものと考え

られるが，イズノシマダイモンジソウを地域識別種として群集を狭く規定すれば，イソギ

クーハチジョウススキ群集の分布域とほぼ同じ広さを占めることになろう。

ハマホラシノブーオニヤプソテツ群集は海岸断崖に本来の育地を持つほか，海岸附近の

道路工事などによる切り割り面などにも先駆植生として出現する。

群集の上級単位に関しては， ホウライシダ群綱（Adiantetea）との対比も必要なので

後考を期したい。

m.オニタビラコーメヒシパ群落（表14)

Youngia japonica-Digitaria adscendens Gesellschaft 

御蔵島は平地が極めて乏しいので，農耕地としては島民のそ菜園がわずかにあるにすぎ

ない。それも斜面に強風から護るためハチジ ョウススキの垣をめぐらした極めて小面積な

ものである（写真〉。従って耕地雑草群落も貧弱で著者の調査した6月では春型の雑草群

落がわずかに観察された。この組成は本州中部のそれと同一で，八丈島，三宅島などの農

耕地にルリハコベ，ハマクワガタ，インチンナズナ，ツクシメナモミ等の南日本の耕地雑

草が多く入っているのと較べて特徴に乏しいものであった。

n. カタバミーオオバ コ群落（表15)

Oxalis corniculata-Plantago asiatica Gesellschaft 

路上の踏み跡群落としての調査例を挙げておく。断片的でどの群集にあてはめてよいか

判断できない。

0. ギンゴケーツメ クサ群落 （表16〕

Bryeto-Saginetum japonicae nov. 

路上の小礁の多い乾燥しやすい部分，敷石の間隙，人家の周辺てか除草によって大型の草

が除かれ，しかも比較的よく踏みかためられた所などには，ツメクサ，イヌガラシ，ニワ



ホコリ，アカカタバミ，コニシキソウ等の伏臥形の小草本と，ギンゴケ等の蘇苔類の群落

が見られる。この群落は，北海道から本州，四国，九州、｜に極めて広範に見出されるもので

あるが， これまで命名されていないのでギンゴケーツメクサ群集と命じておく。全国的な

資料に基づく記載は別途行なうが， 同様な群落は日本ではギンゴケツメクサ群集と，近

縁のオオノtコーアライドツメクサ群集（Plantago-Sagien tum procum ben tis）北海道と本

州北部に主として見られる）の両群集が認められ，ヨーロッパのSagina-Bryetumに対応

するものである。

V まとめ

著者は1967年7月に伊豆七島中部の御蔵島の植生調査を行ない，その資料に基づいて近

接地域の植生と比較検討の上下記のような群集，群落を記録した。御蔵島の植生は伊豆七

島特有の変形したスダジイ林を中心に，南関東の山地冷温帯要素の混在した独特の風衝地

植物群落を山上に持ち，伊豆七島の全般的性格を最も良く現しており，しかもそれら植物

群落が人為的撹乱から免れてよく保存されている点に特徴がある。

調査によって明らかとなった群集および群落は次の通りである。

ヤブツバキ群綱

Camellietea japonicae MIYAWAKI et 0HBA 1963 

カクレミノスダジイ群目

Dendropanaco・CastanopsietaliaM1YAWAK1 et 0HBA 1963 

スダジイ群団

Shiion sieboldii Suz.-ToK. 1952 

オオシマカンスゲスダジ イ群集

Carici-Castanosietum sieboldii ass. nov. 

ユズリハーヤマグルマ群集

Daphniphyllo・Trochodendretumaralioideae ass. nov. 

クサギーアカメガシワ群団

Clerodendro・Mallotionjaponicae all. nov. 

ガクアジサイータマアジサイ群集

Hydrangeo・Hydrangetuminvolcratae ass. nov. 

リュウピンタイーハチジョウグワ群落

Plagiogyria lygodiifolia-Morus kagayae-Ges巴llschaft

オオパヤシャプシ群落

Alnus sieboldianus-Gesellschaft 

キカラスウリーマサキ群落

Trichosanthus kirilowii v. japonica-Euonymus jaρonic a-Gesellschaf t 

ススキ群綱

Miscanthetea sinensis M1YAWAK1 et 0HBA 1970 

ススキ群目

Miscanthetalia sinensis 
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ハコネコメツツ ジ群団

Rhododendrion tsusiophyllae M1YAWAK1 et 0HBA 1969 

シマキン レイカーキリシマノガリヤス群集

Patrinio-Calamagrostietum autumnalis ass. nov. 

ボタンボウフウ群団

Peucedanion japonicae all. nov. 

イソギクーハチジョウススキ群集

Chrysanthemo・Miscanthetumcondensati ass. nov. 

ハマホラシノブーオニヤブソテツ群集

S phaenomero・Cyrtometumfalcatae ass. nov. 

シロザ群綱

Chenopodietea BR.-BL. 1951 em. LoHM. J. et R. Tx. 1961 

ツユクサ群目

Commelinetalia communis M1YAWAK1 1969 

カヤツリグサーザクロソウ群団

Cypero・MolugionM1YAWAK1 1969 

オニタ ビラコーメヒシパ群落

Youngi a j aponica-Digitari a adscend ens-Gesellschaft 

上級単位未決定の群集と群落

カタバミーオオノ4コ群落

Oxalis corniculata-Plantago asiatica-Gesellschaft 

ギンゴケーツメクサ群集

Bryeto・Saginetumjaponicae ass. nov. 

アリノトウグサーコウ ガイゼキショウ群落

H aloragis micrantha-]uncus leschenaultii-Gesellschaft 

Campyloρus j aponicus-Gesellschaft 

ニッポンイヌノヒゲ群落

Eriocaulon hondoensis-Gesellschaft 

キリ シマノガリヤスーコケミズ群落

Cal amagrostis autumnali・s-Pileaρeρloid es-Gesellschaft 

ハマツメクサ群落

S agina maxima-Gesellschaft 
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P.1 .. 14 

オオシマカンスゲースダジイ群集の典型的生育地
Typischer Standort des Carici-Castanopsietum sieboldii. 



Pl. 15 

里部落附近の尾根に残るクロマツ， 植栽されたものか？
Pinus thunbergii um giebt eine Siedlung. 

ハチジョウススキの防風垣をめぐら した里部落のそ菜園
Mit Miscanthus condensatus・Heckenumgebener Gemusegarten. 



Pl. 16 

強風地のオオシマカンスゲースダジイ群集
Carici-Castanopsietum sieboldii auf stark windigem Standort. 

薪炭用に伐採されたスダジイ林

Niedergeschlagener Castanoρsis sieboldii-Wald. 



Pl. 17 

ユズリハーヤマグルマ群集，マイズノレソウ亜群集，

アマギザサ変群集の内景
Daphniphyllo-Trochodendreturn, Subass. v. 
Maianthernurn dilataturn, Var. v. Sasa arnagiensis. 

ガクアジサイータ7 アジサイ群集，巨大な

ハチジョウアザミをまじえる。

Cirsium hachijoense im Hydrangea-
Hydrangeturn involucratae. 
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Pl. 19 

御山山頂附近の景観， シマキンレイカーキリシ

マノガ リヤス群集（手前），ユズリハーヤマグノレ

マ群集のマイ ズノレソウ亜群集，ミヤマクマザサ

変群集 （中央田部）と向ミク ラザサ変群集（後方

丘状地）。

Eine Landschaft auf dem Gipfel des Oyama 

(850 m ii. M.). Vordergrund: Sasa Wise(Pa-

trinio-Calamagrostietum). Mitte: Gebiisch 

(Daphniphyllo Trochodendretum. Subass. 

von Maianthemum dilatatum). Hinter 
grund: Sasa Gebusch (Daphniphyllo Trocho-

dendretum, Subass. von Maianthemum 

dilatatum, Var. von Sasa amagiensis). 

ハコネコ メツツジの生育する岩峯

Ein Betand des Rhododendron 

tsusiophyllum (Patrinio Cala-

magrostietum, Subass. v. As-
tilde) auf Felsen. 



Pl. 20 

断崖の岩に生ずるオオパヤシャプシ群落，上

縁の火山灰層にはハチジョ ウススキが生ずる

（黒崎の高尾山）。
Alnus sieboldiana-Gesellschaft auf巴iner 

Klippe, der巴nobere Ecke von Miscanthus 

condensatus besiedelt ist. 



Pl. 21 

御蔵島里部落下の海岸，断崖下には玉石で構成される狭い磯がある。
Kiistenlandschaft der Mikura-Insel. Unter den Klippen liegt 

ein schmaler Strand mit Kies Kugeln. 

イソギク ハチジョウススキ群集

Chrysan the mo Miscan thetum. 

ハマホラシノブーオニヤプソテツ群集，イズノ

シマダイモンジソウとオニヤプソテツ （中央）

Sphaenomero-Cyrtometum, Saxifraga fortunei 

v. crassifolia m:1d Cyrtomium falcatu1河（Mitte).




